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＜要約(abstract)>
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本稿は沖縄県の女子労働の視点から「NGOフォーラム'95北京」における議論と「第4回世界
女性会議」の採択事項について考察する。沖縄の女子労働の分析においては従来の労働力人口
を基準にした「労働力率」を改めて、家事労働に配慮した「労働参加率」を導入した。それは
NGOフォーラムにおける家事や介護などの｢不払い労働｣の統計化の試みと軌を一にすること
になる。また、第4回世界女性会議では12の重要領域について「行動綱領」が採択されたが、
それは沖縄県女性問題懇話会から県知事への提言と連動することになる。
ThispaperrelatesthefemalelaborsituationinOkinawatotheissuespresentedatthe
NGOForumonWomen(Beijing'95)andtotheresultantDeclarationoftheFourthWorld
ConferenceonWomen.ThepreparatoryanalysesofworkingwomeninOkinawaincluded
theintroductionofanewconceptof"workparticipationrate"whichincorporatedhouse-
keepinglabor,therebyreplacingtheusualmeasureoflaborforceparticipationrate・This
newconceptturnsouttocoincidewithvaluingwomen'sunwagedworksuchashouse-
keepingandcare-takingoftheaged,ashighlightedattheNGOForum.Additionally,from
thetwelveareasoffemaleissuesitemizedintheDeclarationoftheFourthWorld
ConferenceonWomen,anumberofideashavebeenformulatedforinclusioninaproposal
totheGovernorforimprovingtheworkingconditionofwomeninOkinawa.
＊本稿は｢北京での｢女性と労働』に関するワークショップ」（『北京報告書(仮称)jNGOフォー
ラム北京'95沖縄実行委員会、1996年発行予定）を追加・補足した草稿である。NGOフォーラ
ム北京'95を含め東アジア（中国、香港、台湾）の女子労働の比較研究のため、筆者は本学の特
別研究助成費を交付された。記して謝意を表したい。
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ⅥI将来展望
「NGO女性フォーラム北京'95｣(ngoforumonwomenbeijing'95)が'95年8月30日から
9月8日までの間、北京郊外杯柔(Huairou)で開催された。「NGOフォーラム北京'95沖縄実
行委員会」では①「環境と開発｣、②「ウージ染め｣、③「武力によらない社会の実現｣、④「沖
縄の慣習と権利｣、⑤｢女性と労働｣、⑥「うないネットワーク」など6つのワークショップ(研
究発表会)を開催した。また、NGOフォーラムに続いて開催された｢第4回世界女性会議」(the
FourthWorldConferenceonWomen、'95年9月4日～15日）には沖縄実行委員会から東門
美津子沖縄県副知事と高里鈴代那覇市議会議員の両氏が出席した｡本稿ではNGOフォーラムで
筆者が主宰（しゅさい）したワークショツプ｢女性と労働」の視点からNGOフォーラムと第4
回世界女性会議について経時的に紹介してみたい〔注1)。
I事前の分析
沖縄の女子労働の実態については事前に分析し、その結果を紹介すべく資料が準備された。
WomenandLabor(女性と労働） やAStatisticalApproachtoWomen'sLaborinOkinawa
Japan(統計にみる沖縄の女子労働)などである。前者は図をふんだんにレイアウトしたパンフ
レットで、読者には理解しやすいであろう。後者は学術的な分析である。しかし、分析の中で
1つだけ気に懸（か）かることがある。労働の社会的貢献の視点から労働力人口のかわりに家
事労働を導入し、通常の「労働力率」を改め、「労働参加率」という新しい概念を提示したから
である〔注2〕。その結果、労働力率では男子（77％）が女子（45％）よりはるかに高いが、労
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働参加率では逆に女子（77％）が男子（71％）を上回ってしまう。つまり、労働の社会的貢献
では女子が男子よりも多い、ということになるのである。この新しい概念は果たして外国から
の参加者に受け入れてもらえるだろうか。適切な分析手法として評価してもらえるのか、ある
いは的はずれの分析として一蹴（いっしゅう）されてしまうのか、一抹（いちまつ）の不安が
残る。
II北京への渡航
チャーター機による直行便では那覇を出発して4時間弱で北京に着いてしまう。北京（ある
いは中国）は意識的には遠いものの、地理的には近いことが肌で実感される。一方たびたび訪
問する親近感の強いハワイはその2倍（約8時間）もの飛行を要する。入国審査を終えてから
空港ターミナルの外でバスを待つ間に、ターミナルの外観が眺められた。規模は想像していた
よりズッと小さい。1千万人もの人口を擁（よう）する北京にしては、その10分の1(100万人
弱）の人口に対応する那覇空港よりも規模が劣るのである。意外であった。恐らくそれは現在
の中国の経済水準を反映しているのであろう。データは少々古いが､例えば'90年の時点で日本
の1人当たり所得＄24,184に対して中国はわずかに＄325しかない（日本の約75分の1、沖縄
＄17,443の約50分の1)(注3)。したがって、現在のところ、まだ空路が一般的には普及して
ないのである。
1NGOフオーラムヘの参加登録
到着したその日（8月29日）に、NGOフオーラムヘの参加登録を行った。登録については大
会前から何かと不安な情報が流布（るふ）していた。大会直前になってから急に会場が変更さ
れたり(北京市内→杯柔)、参加者が多くホテルも足りないという。しかし、実際にはわりあい
整然と短時間のうちに登録は終了し、IDカードとともに大会プログラムが配布された。登録
を終え一段落ついたところで周囲の参加者の雰囲気をうかがってみた。ラフな恰好の西洋から
の参加者、白とピンクのツートンカラーの鮮やかなチョゴリを装いリンとした態度で集団で通
り抜けていく韓国からの参加者、あるいは赤や緑の民族衣装に恰幅（かっぷく）のいい身体を
包んだアフリカからの参加者、さらには黒いチャドア(chador)を頭から被（おお)った穏やか
なイスラム。いずれもあちこちで再会を喜びあったり何やら雑談を楽しんでいる。晴れがまし
くさえ見える。異民族が雑多に入り交じってはいるものの、全体としてはごく自然に調和がと
れ、国際会議独特の華やかな雰囲気を醸（かも）し出している。
2豊富な大会プログラム
その日の晩(8月29日)、大会プログラムに目を通して意表を突かれた。ワークショップの数
が何と多いことか。歳をとったわけではないだろうが、判読しにくいほどの小さな活字でギッ
シリとワークショップが紹介されている。ワークショップは午前9時から始まり2時間毎に一
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日に6回も予定されている。何と夕方7時から始まるワークショップもある。内容によりワー
クショップは13種類に分類されているが〔注4〕、労働関係のワークショップも少なくない。例
えば、初日だけでも9時開始が14ワークショップ、11時開始12，1時開始8，3時開始4，5
時開始1，7時開始1と選択に困るほど多面的に取り上げられている。来た甲斐があった。
IIIワークショップへの参加
1不払い労働の統計化を試みるワークショップ
大会プログラムから関心のあるワークショップを物色すると、初日（8月31日）の9時から
興味をひくものがあった。「AWomen'sViewofFullEmployment｣(女性の立場からみた完
全雇用)である。しかしNGO会場でも再度登録をしなくてはいけないのでそれへの参加はかな
いそうにない。しかし11時には「StrategiesforlmprovingWomen'sVisibilityinStatistics」
（女子労働を顕在化させる戦略）というのがある。大会初日はこのワークショップに参加する
ことにした。
当ワークショップの会場はピロッテイー(pilotis)のような吹き抜けの仮設テントだが、予想
以上に学術的な雰囲気である。司会がアジア開発銀行の職員（フィリピン人）で、最初の発表
者がカナダのA.S.Harvey教授(SaintMary'sUniversity、聖メアリー大学)。主に女性が
担っている家事や介護などの統計化の必要性とその手法が報告された。社会的に有用な労働の
視点から家事についてはわが部会も指摘したところであったので、同様の問題が国際的にも議
論されていることが確認でき、われわれの問題意識も決して的はずれではなかったことに安堵
感を覚えた。しかしその主旨は容認しても統計化の作業に問題がないわけではない。多種多様
な不払い労働を、どこまでをどのように計上するか、という統計処理上の煩雑な問題が残る。
またそれには政治的な要素も絡んでくるようである。不払い労働は発展途上国に多いと予想さ
れるが、それが計上されるとGNPが増大し、経済援助の要請に支障を来すことも危倶される
からである。
Harvey教授に続いて、報告はトリニダード・トバゴ（国連職員)、インド、イタリアなどの
研究者からも行われた。その間隙（かんげき）をぬって、Harvey教授と話し合う機会を得た。
労働参加率の概念を説明しその是非について意見をうかがうことにした。しかし、その日は生
憎と持参した資料は途中で出会った参加者に配布したり､残りは全てNGO会場の資料コーナー
に預けてしまって、手持ちの資料がない。そこで、Harvey教授には後日論稿を郵送することに
し、また、イギリスの参加者からは、翌日（9月1日）予定されている同種のワークショップ
「ValuingWomen'sWork:WagedandUnwaged｣(女子の不払い労働の価値認識）に参加す
るよう誘われた。
2不払い労働の統計公表を推進するワークショップ
翌日（大会2日目、9月1日）は出席を請われたワークショップに出向いた。会場はホテル
北京NGOフォーラムと沖縄の女子労働 101
の4階だが、エレベーターの設備がないので階段をのぼっていかざるを得ない。2階にのぼる
と、別のワークショップへの参加者が会場の部屋から溢れ出て、廊下や階段の踊り場まで埋め
尽くしている。余りの多さに好奇心をかき立てられ何のワークショップか尋ねてみた。「メデイ
テーション」とのことである。どうやら瞑想(meditation)に関連するワークショップらしい。
そういえば、黄色いサリーをまとった主催者らしき人たちが忙（せわ）しそうに準備をしたり、
来訪した参加者と立ち話しをしている。ワークショップの内容にアッケにとられながら4階まで
のぼっていくと、そこもまた満席に近い。不払い労働のトピックにも多くの人が興味をもって
いることに嬉しく思いながら、座るスペースがないので後方の壁に背をもたれながら聞くこと
にした。
このワークショップは昨日と同様不払い労働を扱うとはいえ、その統計化及び公表を政府に
働きかけるグラスルーツ(草の根)運動のようである。前回のナイロビでも同様のワークショッ
プを行い､その後10年がかりの企画となっている｡主催団体の名称(InternationalWomenCount
Network、IWCN)が示すように、ベルギー、イギリス、アメリカ、ガイアナなど16か国に国
際的なネットワークの拠点を置いている。現在では運動目標の実現可能性がほの見えてきたこ
とに主催者は意を強くしているようである。確かに、昨日の学術的な論議も加味して考慮する
と、不払い労働がサテライト統計(satellite)として公表される日もそう遠くはないように思われ
た｡サテライト統計とはこれまでの通常の統計(GNP)に不払い労働を追加し含めるのではなく、
別途の項目（サテライト）として公表する手法である。それにより不払い労働の統計化により
GNPが数値的に増大する問題を回避しようというのである〔注5)。この運動はわれわれ沖縄
側の問題意識とも少なからず関連することから、また日本にはまだ拠点がないこともあって、
早速ネットワークの拠点に沖縄も加えてもらうよう登録した。
ワークショップでは不払い労働の統計化の根拠として多数の事例が報告された。パキスタン
のbondedlabour(人身売買）もその1つである。しかし離婚の際の財産分与において不払い
労働が無視され評価されない可能性については言及されるようすがない〔注6〕・看過してはな
らない重要な要素だと危倶されたので、頃合をみて日本のケースとして説明しようと機会をう
かがっていたところ、ややしてそれも根拠として司会者から紹介された。納得した。
ワークショップを閉じるにあたり、出席したNGOの意見を集約し、それをGO会議(政府）
に提案すべく要請文の確認が行われた。要請文の中のC@womenandmen''だけでは子供（とく
に少女）の不払い労働が含まれず適切ではないと憂慮されたので、それを"women,menand
children"に修正するよう沖縄側から提案したところ、幸いそれが承認された。
フォーラム会場では毎日FORUM'95(新聞）が発行されている。翌日(9月2日）の社説
でこの不払い労働の統計化が論評された〔注7〕･不払い労働の統計化は当事者に不都合なブー
メラン効果を誘発するとのやや慎重な論調である({4Valuingunpaidworkcanboomerang")。
IWCNでは早速新聞の編集長に対して補足説明を行うとともに抗議がなされた。
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IVワークショップ「女性と労働」の開催
ところで、大会プログラムによると、肝心なわれわれの「女性と労働」のワークショップは
9月6日（大会7日目）の午前9時に設定されている。しかし4日には帰国の予定である。都
合が悪い。でもわれわれの問題意識についてはもう既に他の参加者とある程度検討が行われて
いたのであえて無理して開催することはないと思われた。ただ、展示用パネルを準備し持参し
ていたことから、また周囲からの是非との勧めもあって、何かいい方法はないものかと思案し
た｡当初の考えでは宿泊しているホテルで他の宿泊参加者に呼びかけてスポット・ワークショッ
プでもと考えていたのだが､ホテルからNGO会場までは遠いことから、日中はほとんど皆出払
い、また帰りも遅いことからホテルでのスポット・ワークショップはできそうにない。さあど
うしたものか？
そういえば、全体会議が開催されるメイン会場の左手に建坪の大きいビルがあった。1階は
開催地中国の女性に関する各省ごとの展示場、2階はブース（小部屋）に仕切られ各国からの
NGOに供与されている。各団体とも思いおもいに展示やデモンストレーション(実演)を行っ
ており、その数はザッと100を下らない。数が多いので大会初日と2日目の2日間をかけてくま
なくのぞいてみた。でも意外なことには空（あき）のブースも少なくない。恐らく何らかの都
合で来中（到着）が遅れているのであろう。しかし、2日目になってもそのような空のブース
がチラホラみられる。そこで3日目の午前9時前にそこを再度チェックすると、やはりそのま
ま空いている。ヨルダンのブースである。この際､後で追い出されても仕様がないと腹をくくっ
て、持参したパネルを展示することにした。未完成の建物なので天井からはしずくが落ちるが
贄沢はいえない。9時前から始めて11時頃には何とか全てのパネルを展示することができた。
ありあわせの展示なので十分とはいえないがまあ仕方がない。でも、しばらくすると中国人の
婦人が顔をのぞかせてくれた。国際交流関連の政府職員で、女性問題以外にも、沖縄に中国か
らの留学生はいるのか、交流の可能性はどうなのかなど、小1時間ほど話しをした。その後も
立ち寄る人は中国人が多い。中国では週休2日制で、その日は土曜日のせいでもあったようだ。
ところで､午後1時からは沖縄ページェントが予定されているのでワークショップには1人だけ
残ってもらい他のメンバーはアジアテントに出向いた。
荘重な琉舞と剰軽（ひょうきん）なアンガマで人気を博した沖縄ページェントの後でワーク
ショップ会場に戻ってみると(午後2時半頃)、やはり会場責任者がやってきてブースの使用許
可について質（ただ）されたようだ。でも何とかその日の5時までは使用を黙認してもらった
よし。ただ、当方のワークショップは急ごしらえでしかも「不法」展示なので、訪問者はそれ
ほど多いとはいえない。でも沖縄紹介のカラフルな資料は目を引くらしい。しかしそれらの資
料は部数が少ないので小出しにすることにした。また、会場自体が忙（せわ）しい雰囲気なの
で地味なパネルを見てくれる人がいるかどうかも気になる。でも、いないことはない。しかし
残念ながら労働参加率については少々専門的すぎるキライがあるようだ。一般の人にはその理
解が容易ではないらしい。他方、女子登用率の上昇や男女の身長・体重の推移などには興味を
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示してくれた。
ワークショップヘの来訪者は決して多くはなかったが、刻限の5時までには何人かの来訪者
と貴重な人脈ができたことは予期せぬ収穫であった。午前中の中国政府の国際交流員、午後に
は香港のAMRC(AsiaMonitorResourceCenter、アジアモニター資料センター)、カナダの
CWS(CanadianWomanStudies、カナダ女性問題研究会）などである。AMRCからはニュー
ズレター（AsianLabourUDdate、アジア労働事情）への投稿を依頼され、CWSとは相互に
ぅ午後5時になったのでワークショップをたたみ、取りはず資料交換を行った〔注8〕。そのうち ったのでワークショップをた み、
したパネルは近くのブースのIWCNに寄贈することにした。
VNGOフォーラム参加の意義及び成果
NGOフォーラムや世界女性会議の模様はマスコミを通してでも知ることはできたであろう。
しかし、実際に参加することの意義は大きい。参加者の心意気や会場の雰囲気はレンズ（テレ
ビ）や文字（新聞）では十分には伝えられないからである。また、会議に出席することにより、
あるいはまた他の参加者と接することにより、現在､世界ではどのような問題が存在するのか、
それが烏鰍（ちようかん）できる意義も大きい。
「女性と労働」（ワークショップ）の視点からは今回のNGOフォーラム参加の成果は、①家
事や介護などの不払い労働の見直し・統計化が国際的な動向であること、②その統計化の作業
において政治的な要素も含めて種々の問題があること、そして③われわれ沖縄も統計化推進の
ための国際的ネットワークの一拠点となり得たことであろう〔注9〕。
VI事後の展開：県知事への提言
帰国（9月4日）してしばらくしてから沖縄県女性問題懇話会の職場部会が開催された（9
月13日)｡議題は女子労働の促進及び就業環境の改善に関する知事への提言内容についてである。
提言の議論ではむろんこれまでの調査や北京での学習が反映されることとなった｡NGOフォー
ラムに続いて開催されたGO会議（第4回世界女性会議）では、男女平等を妨げている障害を
克服するため「行動綱領」が採択されている。それは12の重要領域において「戦略目標」と「取
るべき行動｣を各国政府が政策立案することの要求である〔注10)｡12の重要領域とは、①貧困、
②教育、③健康、④女性への暴力、⑤紛争下の女性、⑥経済、⑦権力と責任の分担、⑧地位向
上のための機構、⑨人権、⑩メディア、⑪環境、⑫少女などである。職場部会ではそのうちの
②教育、③経済、④地位向上のための機構の3領域に関連して以下のような提言（案）が合意
された。
1研究・教育機関の創設
女子労働問題を解消する基本的な姿勢として、①女性に対する固定観念の是正（役割分業、
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職務分離意識など)、②職業生活と家庭生活を両立させるための支援などが重要である。これら
や他の女性問題に対応するには、その実態の把握、適切な施策を講じるための内外の調査・研
究などが必要となる。したがって、女子労働問題を専門的・持続的に調査・研究する機関を創
設すること。そのような調査･研究を専門的に行う機関が県内にはまだ存在しない。次年度（’
96年度）には｢女性総合センター」（仮称）も開設されることから、それとの連携によって当研
究機関を設置することは時宜的にも都合が良いと考えられる。
2女性起業家への支援
人間の自立には経済力の確立が必要不可欠な要素である。女性の自立でもそれは言うに及ば
ない。その支援策の1つとして、女性の経済活動への進出を促進するため、女性起業家の育成
及び支援の具体的な策定と促進を求めたい。例えば、①女性起業家への業界情報などの提供、
②女性起業家に対する資金の開発・支援、③訓練・再訓練をはじめ金融・財務など専門的技術
の修得支援、④女性起業家同士の提携の促進（共同企業体など）などが考えられる。これらの
実施はインキュベータ(INCUBATOR、育成機関）の設立を通して可能であろう。
3保育所の拡充
共働き世帯の増加や核家族化の進展に伴い、ゼロ歳児保育や延長保育などのニーズが高い。
しかし、それに対応する県内保育所の実態は十分とはいえない。例えば、特別保育のうち保育
時間を1時間延ばす延長保育の実施状況は県内324保育所のうちわずかに15施設にすぎない〔注
11〕。しかもそれらは全てが私立で行われ、公立にはない。また、学童保育についてはその普及
（'94年7月現在で学童クラブ数45）はもとより脆弱な運営基盤も問題として指摘されている。
さらには、育児休業法の施行（'92年4月）以後、県内企業の導入率は高いと言われているが、
当制度の利用者は圧倒的に女性に多く、男性の利用者は皆無に等しい。県内保育所の現状はそ
のニーズにこたえているとは決していえず、保育需要の多様化に応える積極的な対応が求めら
れる〔注12〕。
Ⅵl将来展望
女性問題とは何であろうか？大城貴代子女史（沖縄県商工労働部次長、前沖縄県女性政策
室長)によると、「女性問題とは、女性が女性であるということだけで差別され、不利益を受け、
持っている能力が十分に発揮できないこと」である〔注13〕。卓見である！その差別を解消す
るためには「女性が社会的な訴えをできるようにネットワークを整備し、政治、経済、教育な
どあらゆる分野のシステムづくりに女性が参画することが重要」であるとシャーマン･ラーク・
バビオール教授（カリフォルニア大学）は説く〔注14〕・県内はもとより北京で構築したネット
ワークを通して情報や意見の交換を行いながら､女子労働の考察を深めていく必要があろう〔注
15〕。
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＜脚注＞
〔注1〕他のワークショップや沖縄を紹介するために開催された「沖縄ページェント」につ
いては「北京報告書（仮称)｣(NGOフォーラム北京'95沖縄実行委員会、1996年発行予定）を
参照されたい。なお、「女性と労働」の部会の構成メンバーは以下の通りである（五十音順）：
大城貴代子（沖縄県商工労働部次長、前沖縄県女性政策室室長)、大城芳子（元看護婦)、川上
睦子（沖縄県総務部知事公室秘書課主事)、儀間華蓉（沖縄華道学院院長)、國吉司図子（元沖
縄女子短期大学学長)、熊谷ふさ子（職業和裁学院院長)、下地寛（沖縄県総務部知事公室秘書
課主査)、東門美津子（沖縄県副知事)、原喜美（沖縄キリスト教短期大学学長、沖縄県女性問
題懇話会座長)、カレン・ルパーダス（沖縄国際大学教授)。
〔注2〕労働力率＝（労働力人口／15歳以上人口)×100=働く意思かつ能力を有する者の割
合。労働参加率＝［(就業者十非労働力人口の家事)／15歳以上人口]×100＝形態の如何にかか
わらず労働が社会に貢献するバロメーターとなりうる。詳しくは AStatisticalADDroachto
Women'sLaborinOkinawa,Japan(Beijing'95NGOForumWorkshoponFemalesand
Labor,1995年3月、pp.56-58)及び『働く那覇の女性たち』（那覇市、1994年3月、pp.36-37)
を参照。
〔注3〕「国際統計要覧（1992/93年版)』（総務庁統計局、平成4年12月、p.177)及び『沖縄
県勢のあらまし』（沖縄県企画開発部、平成6年9月、p.67)参照。
〔注4〕13種の分野は、①Economy(経済)、②Governance&Politics(支配・政治)、
③Human/LegalRights(人権・法的権利)、④Peace&HumanSecurity(平和・安全)、
⑤Education(教育)、⑥Health(健康)、⑦Environment(環境)、⑧Spirituality&Religion
（霊性・宗教)、⑨Science&Technology(科学・技術)、⑩Media(メディア)、⑪Arts&
Culture(芸術・文化)、⑫Race&Ethnicity(人種・民族)、⑬Youth(若者）などである。
〔注5)TheGIobalKitchen:Thecaseforgovernmentsmeasuringandvaluingunwaged
work(不払い労働の価値及びその測定、InternationalWomenCountNetwork=女子の不払
い労働の統計化を推進する国際ネットワーク、UK、1995,Pp.102)を参照。
〔注6〕比嘉輝幸「沖縄経済と女子労働の寄与」（第5回沖縄国際大学公開講座、1995年7月
1日、p.4)参照。
〔注7)FORUM'95(TheindependentdailynewspaperoftheNGOForumonWomen
Beijing'95,Saturday,September2,1995,p.2)参照。
〔注8〕当方は Women'sRightsareHumanRights(女性の権利もまた人権である､Canadian
WomanStudies,YorkUniversity、Canada、Pp.183)を入手した。後日('95年11月)、CWS
の「北京特集」への寄稿依頼があった。
〔注9〕ただし、問題がないわけでもない。その1つが問題意識の適否である。沖縄からの
グループはどちらかというと沖縄をアピールすることだけに専念していた節がある。それ以上
に、外国からの参加者との情報や意見の交換、そしてそれから学ぶ積極的な姿勢と努力が必要
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であったように感じられた。恐らくこの問題の根底には外国語による意思疎通の障害があった
のであろう。外国語が十分ではないためにいきおい自分たちの殻に閉じ込もり、あるいは日本
人だけとの交流に偏しがちであった。言語の修得や支障を来さない程度の通訳の準備が今後の
課題であろう。
〔注10〕『北京宣言』（総理府仮訳）（北京世界女性会議に提言する会、1995年7月1日、Pp.
292）参照。
〔注11〕「1993年度特別保育対策事業実施状況」（沖縄県生活福祉部)。
〔注12〕ところで台湾では失業率が1.5％でNIE'sのなかでも最も低い。このように労働力需
給が逼迫しているため、女子労働力の導入・活用をはかるべく託児サービス（託児所開設）の
充実が計画されている(TheFreeChinaJournal,August4,1995,p.3)。
〔注13〕琉球新報、1994年1月15日、p.23。
〔注14〕琉球新報、1995年4月25日、p.16。
〔注15)NGOフォーラムで得られた主要な人的ネットワークは以下の通りである。
1BernadetteRoundsGanilau,Communicator(ジャーナリスト),Fiji.
2AndrewS.Harvey,Professor/Chairman(教授・学部長),DepartmentofEconomics,
SaintMary'sUniversity(聖メアリー大学),NovaScotia,Canada.
3MarionLynn,President(会長),CanadianWomanStudies(カナダ女性問題研究会),
Ontario,Canada.
4Dr.JackMassey,ManagingDirector(所長),SpaceTimeResearch(スペースタイム
研究所),AuStralia.
5KlasRydenstam,StatistiskaCentralbyran(統計研究所員),Sweden.
6AndreaViders,Editor(編集長),AsiaMonitorResourceCenter(アジアモニター資
料センター),HongKong.
7F.TalatWahab,RegionalAdviser(地域アドバイザー),UnitedNations(国連).
8JudythWatson,memberofKenwick(ケンウイツク国会議員),Australia.
9LiuXishu,Professor,CentreforlnternationalExchange(国際交流センター),China.
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